 『年報 地域文化研究』執筆要領 

Ⅰ．論文執筆資格 

東京大学大学院総合文化研究科地域文化研究専攻の学生または卒業生であること。 

Ⅱ．提出期限 

２０１９年８月３０日（金）１７：００（時間厳守） 

Ⅲ．提出先
　地域文化研究専攻事務室 （持参または郵送）
Ⅳ．論文原稿について 

1. 本文は、日本語、専門の外国語いずれでもよい。 

2. 
①本文が日本語の場合、Ａ４用紙に一行40字×35行とし、余白は上下30mm、左右25mmとする。外国語の場合は、余白は日本語文と同じで、文字サイズ12ポイント、ダブル・スペースとする。 

②以上の書式は要旨についても同じ。 

③註は文末註とし、本文の末尾から数行空けるだけで続けること。 

④原稿には中央下に１から始まるページを書き入れておく。 
⑤掲載が決定された場合、雑誌全体の書式・レイアウトを統一するため、編集委員の判断で体裁を若干変更する場合がある。 

3. 論文の分量は、註・参考文献・図版等を含め、上記2の書式に従った原稿で、日本語論文の場合２２,０００字、英語論文の場合８,０００語を上限とする。その他の外国語論文については編集委員会に問い合わせること。これを超過した原稿は、原則として審査対象としない。 

4. 本文が日本語の場合は日本語以外の言語で、本文が外国語の場合は日本語で要旨をつける。要旨の分量は、半角文字の場合１,８００字、全角文字の場合９００字を上限とする。要旨は本文の後に置き、ページ数は通しで付けること。なお要旨も論文審査の対象となるので、特に外国語の場合にはネイティヴ・チェックを必ず受けること。 

5. 論文本体の最後に字数もしくは語数を、要旨の最後に字数を明記すること。 

6. 提出論文には、執筆者の氏名、論文タイトル、総枚数、連絡先を記した、Ａ４用紙の投稿用紙（一枚で結構です）を付けること。 

7. 提出論文本体には、論文執筆者の名前を記さないこと。本文、註、参考文献、要旨などでも、提出論文執筆者の名前が明らかにならないよう注意すること。 

8. 原稿は４部提出のこと（コピーでよい）。落丁のないように注意すること。 

9. 論文審査を経て掲載が決定した場合には、内容や形式に関する査読者・編集委員からのコメントをもとに、執筆者本人が最終原稿を作成することとする。最終原稿の提出期限や提出方法については、掲載決定の通知とあわせて編集委員会より通知する。
10. 校正は植字上の誤りに関するものに限り、著者校は二校までとする。 

Ⅴ．論文審査について 

1. 原稿提出後、大学院総合文化研究科地域文化研究専攻の所属教員（論文内容によっては他専攻、他分科所属の教員も参加する）による論文審査を行う。 

2. 論文審査の結果は編集委員会を通して執筆者に通知される。 

Ⅵ．原稿提出先 

〒１５３-８９０２ 東京都目黒区駒場３-８-１ 

東京大学大学院総合文化研究科地域文化研究専攻 事務室 気付 （１８号館３Ｆ） 

『年報 地域文化研究』 編集委員会 （email: nenpo@ask.c.u-tokyo.ac.jp）
